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□
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
損

害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
）

内
容  

町
職
員
が
公
用
車
を
住
宅
の

塀
に
接
触
さ
せ
損
害
を
与
え
た
こ
と

に
対
し
て
、
損
害
賠
償
す
る
も
の
で

す
。
賠
償
額
は
２
万
９
、
７
０
０
円

で
、
公
用
自
動
車
事
故
共
済
保
険
で

全
額
対
応
し
ま
し
た
。

□
芳
賀
町
出
産
祝
金
支
給
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

内
容  

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
出

生
児
１
人
に
つ
き
10
万
円
を
祝
金
と

し
て
支
給
す
る
も
の
で
す
。

□
芳
賀
町
防
災
行
政
無
線
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

内
容  

本
年
度
デ
ジ
タ
ル
化
更
新
工

事
で
設
置
し
た
防
災
行
政
無
線
施
設

に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
244
条
の

２
の
規
定
に
基
づ
き
、
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
事
項
を
条
例
で
定
め
る

も
の
で
す
。

□
芳
賀
町
子
ど
も
の
た
め
の
教
育 

・
保
育
に
関
す
る
利
用
者
負
担
額
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

内
容  

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
が

平
成
27
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
子
ど
も
の
た
め
の
教

項
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

□
芳
賀
町
交
通
指
導
員
設
置
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容   

交
通
指
導
員
を
教
育
指
導
員

と
一
般
指
導
員
と
し
て
定
義
し
て
い

る
が
、
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
交
通
指

導
員
の
み
を
対
象
と
す
る
た
め
条
例

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

□
芳
賀
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容  

消
防
団
本
部
は
、
現
在
８
名

体
制
で
す
が
、
本
部
機
能
強
化
を
図

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
副
団
長
を
１

名
増
や
し
、
定
数
を
200
名
か
ら
201
名

に
変
更
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
消

防
団
員
の
処
遇
の
改
善
等
に
つ
い
て

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
団
員
が

公
務
の
た
め
に
出
場
し
た
場
合
の
費

用
弁
償
を
活
動
時
間
に
応
じ
て
支
給

す
る
よ
う
変
更
す
る
も
の
で
す
。

□
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容  

教
育
委
員
長
制
度
が
廃
止
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
委
員
長
の
項
目

を
削
除
、
交
通
指
導
員
設
置
条
例
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
一
般
指
導
員
の

文
言
を
削
除
す
る
も
の
で
す
。
ま
た

〈〈  

報　
　

告

報　
　

告  

〉〉

〈〈  

条
例
制
定
〉

条
例
制
定
〉

〈〈  

条
例
改
正
〉

条
例
改
正
〉

育
・
保
育
給
付
を
受
け
る
小
学
校
就

学
前
の
子
ど
も
の
保
護
者
が
負
担
す

べ
き
費
用
に
つ
い
て
、
条
例
で
規
定

す
る
も
の
で
す
。
具
体
的
な
金
額
は

規
則
に
委
任
し
ま
す
。

□
芳
賀
町
教
育
長
の
勤
務
時
間
、
休

日
、
休
暇
及
び
職
務
専
念
義
務
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

内
容  

教
育
長
が
特
別
職
に
な
る
こ

と
か
ら
、
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇

等
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
で
す
。

□
芳
賀
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容  

人
事
院
勧
告
に
伴
う
国
家
公

務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
、
給
料

月
額
を
平
均
２
％
引
き
下
げ
る
も
の

で
す
。
な
お
、
平
成
30
年
３
月
31
日

ま
で
は
現
給
が
保
証
さ
れ
ま
す
。

□
芳
賀
町
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て  

内
容  

行
政
手
続
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
平
成
27
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

□
芳
賀
町
行
政
財
産
使
用
料
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容  
電
気
通
信
事
業
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
条
例
の
引
用
条

３月定例会の概要
平成27年第１回芳賀町議会定例会は、３月３日から18日までの間、次の日程で開かれました。平成27年第１回芳賀町議会定例会は、３月３日から18日までの間、次の日程で開かれました。

期　日 会 議 名 内　　　　　　　容
3月３日 本会議 全議案提案理由の説明、発議案件採決

3月５日 本会議 一般質問

3月６日 本会議 当初予算を除く案件の質疑・討論・採決

3月９日
本会議
常任委員会

当初予算質疑・常任委員会付託
教育民生常任委員会書類審査

3月11日 常任委員会 教育民生常任委員会書類審査

3月12日 常任委員会 産業建設常任委員会書類審査

3月13日 常任委員会 総務常任委員会書類審査

3月16日 常任委員会 各常任委員会現地審査

3月18日 本会議 常任委員長当初予算審査結果報告・委員長に対する質疑・討論・採決

条例改正・平成２７年度予算など５２議案を可決
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新
た
に
位
置
づ
け
る
も
の
と
そ
の
他

金
額
の
変
更
で
す
。

□
芳
賀
町
光
の
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容
「
ひ
か
り
多
チ
ャ
ン
ネ
ル

サ
ー
ビ
ス
」
を
追
加
す
る
も
の
で
、

既
存
の
デ
ジ
タ
ル
多
チ
ャ
ン
ネ
ル

サ
ー
ビ
ス
に
歌
謡
曲
、
映
画
、
ド
ラ

マ
な
ど
、
４
つ
か
ら
５
つ
の
専
門
番

組
を
追
加
し
、
加
入
者
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
も
の
で
す
。

□
芳
賀
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

内
容  

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び

に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の

一
部
が
改
正
さ
れ
る
た
め
条
例
中
の

法
律
名
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

□
芳
賀
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
法
定
外
公
共
物
管
理
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容  

道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

□
芳
賀
町
空
き
地
等
の
環
境
保
全
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容  

国
に
お
い
て
新
た
に
施
行
さ

れ
た
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
き
指
導
業

務
を
行
う
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

□
芳
賀
町
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容  

県
の
こ
ど
も
医
療
費
現
物
給

付
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
と
と
も
に
、

子
育
て
支
援
と
し
て
対
象
年
齢
を
18

歳
ま
で
引
き
上
げ
る
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

□
芳
賀
町
特
定
疾
患
者
福
祉
手
当
支

給
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容  

指
定
難
病
の
改
正
に
よ
り
、

対
象
疾
患
が
58
か
ら
110
に
増
え
た
こ

と
に
よ
り
、
福
祉
手
当
受
給
資
格
の

範
囲
を
広
く
す
る
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

□
芳
賀
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

内
容  

介
護
保
険
法
施
行
令
、
介
護

保
険
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関

す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
、

介
護
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
の
施
行
に
伴
い
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

□
芳
賀
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
に
係
る
基
準
等
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効

果
的
な
支
援
の
方
法
に
係
る
基

準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の

事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に

指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
等

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

内
容  

介
護
保
険
法
施
行
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
に
伴

い
関
係
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

□
芳
賀
町
奨
学
資
金
貸
与
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
奨
学
基
金
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

内
容  

奨
学
資
金
を
年
賦
、
月
賦
等

に
よ
り
返
還
す
る
町
内
在
住
者
に
対

し
て
、
最
大
で
返
還
額
を
貸
与
額
の

２
分
の
１
に
減
額
す
る
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

□
芳
賀
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容  

教
育
長
が
特
別
職
に
な
る
こ

と
か
ら
、
条
例
中
に
教
育
長
を
追
加

す
る
も
の
で
す
。

□
芳
賀
町
教
育
に
関
す
る
事
務
の
職

務
権
限
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容  

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
引
用
条
項
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

□
芳
賀
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

□
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

□
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て

□
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て

□
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

□
芳
賀
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

□
下
水
道
資
源
化
工
場
施
設
の
建
設

及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
事
務

の
委
託
に
関
す
る
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

□
平
成
26
年
度
芳
賀
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

□
平
成
26
年
度
芳
賀
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

□
平
成
26
年
度
芳
賀
町
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

□
平
成
26
年
度
芳
賀
工
業
団
地
排
水

処
理
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

□
平
成
26
年
度
芳
賀
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

□
平
成
26
年
度
芳
賀
町
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

□
平
成
26
年
度
芳
賀
町
祖
母
井
南
部

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

□
平
成
26
年
度
芳
賀
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

□
芳
賀
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

議案番号 発議第２号

議 案 名
芳賀町議会政務活
動費の交付に関す
る条例の一部改正
について

採 決 年 月 日 ３月３日
水 沼 孝 夫 ○
北 條 　 勲 ○
市 川 宗 司 ○
小 林 一 男 ○
石 川 　 保 ○
増 渕 さ つ き ○
小 林 俊 夫 ○
岩 村 治 雄 ×
杉 田 貞 一 郎 ○
小 林 信 二 ○
大 島 　 浩 ○
見 目 　 匡 ○
賛 　 成 11
反 　 対 １
採 決 結 果 賛成多数

（可決）
○：賛成　×：反対
＊小林隆志議員は議長のため採決に加わりません

賛 否 の 公 表賛 否 の 公 表
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質
疑 

水
沼
孝
夫
議
員　

芳
寿
荘
の

解
体
工
事
費
が
予
算
に
組
ま
れ
て

い
る
が
、
跡
地
利
用
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

回
答 

大
関
総
務
課
長　

現
時
点

で
具
体
的
な
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
疑 

北
條　

勲
議
員　

平
成
27
年

度
開
始
予
定
の
「
子
ど
も
・
子
育

て
新
制
度
」
に
伴
い
、
保
育
園
の

定
員
に
変
更
は
あ
る
の
か
。

回
答 
渡
辺
こ
ど
も
育
成
課
長　

祖

母
井
保
育
園
の
定
員
が
120
人
か
ら

140
人
、
南
高
根
沢
ひ
ば
り
保
育
園

が
90
人
か
ら
140
人
、
み
ず
は
し
保

育
園
が
70
人
か
ら
110
人
に
変
更
と

な
り
ま
す
。

○
予
算
に
対
す
る
主
な
質
疑

□
平
成
27
年
度
芳
賀
町
一
般
会
計
予
算

質
疑  

増
渕
さ
つ
き
議
員　

新
聞
記

事
に
よ
る
と
、
芳
賀
町
の
扶
助
費

の
額
が
益
子
町
・
上
三
川
町
と
大

き
く
違
う
が
、
そ
の
理
由
は
。

回
答 

上
野
総
務
企
画
部
長　

扶
助

費
は
法
律
や
条
例
で
定
め
た
基
準

に
基
づ
い
て
支
給
し
て
い
る
た
め
、

他
市
町
と
比
較
し
て
も
支
給
額
に

差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
益

子
町
・
上
三
川
町
は
、
芳
賀
町
と

比
べ
る
と
人
口
が
多
い
の
で
、
扶

助
費
の
総
額
に
差
が
出
て
き
ま
す
。

決
し
て
芳
賀
町
が
扶
助
費
を
抑
え

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
疑  

市
川
宗
司
議
員　

空
き
家
対

策
に
つ
い
て
。
空
き
家
を
賃
貸
で

貸
し
た
い
と
い
う
人
へ
の
補
助
の

考
え
は
。

回
答 

菱
沼
建
設
産
業
部
長　

空
き

家
の
持
ち
主
が
、
町
の
空
き
家
バ

ン
ク
に
登
録
後
、
賃
貸
・
売
買
の

希
望
が
あ
っ
た
場
合
、
一
定
の
審

査
を
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
改
修
補

助
・
家
財
道
具
処
分
補
助
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

質
疑  

小
林
一
男
議
員　

町
税
の
今

後
の
見
通
し
は
。

回
答 

齋
藤
税
務
課
長　

平
成
27
年

度
の
個
人
の
町
民
税
は
若
干
の
伸

び
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
法
人
町
民

税
は
減
額
の
見
込
み
で
す
が
、
こ

れ
は
特
定
法
人
の
一
時
的
な
減

益
・
損
益
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
が
正
常
に
戻
れ
ば
、
全
体
と

し
て
税
収
は
上
が
っ
て
い
く
も
の

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

質
疑  

岩
村
治
雄
議
員　

芳
賀
工
業

団
地
拡
張
に
つ
い
て
、
そ
の
エ
リ

ア
と
面
積
は
。

回
答 

菱
沼
建
設
産
業
部
長　

工
業

団
地
拡
張
業
務
基
本
構
想
策
定
で

は
、
芳
賀
・
高
根
沢
工
業
団
地
南

側
に
隣
接
す
る
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
程

度
の
土
地
の
選
定
を
進
め
て
い
ま

す
。
平
成
27
年
度
に
関
係
機
関
と

協
議
の
上
、
区
域
を
確
定
し
、
基

本
計
画
の
策
定
作
業
を
実
施
し
て

い
き
た
い
。

質
疑  

杉
田
貞
一
郎
議
員　

祖
母
井

中
部
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

回
答 

菱
沼
建
設
産
業
部
長　

祖
母

井
中
部
地
区
は
、
県
道
整
備
と
併

せ
て
道
路
整
備
と
区
画
整
理
事
業

を
分
け
て
進
め
て
い
ま
す
。
区
画

整
理
で
は
町
体
育
館
周
辺
と
、
祖

母
井
神
社
南
側
を
整
備
し
ま
す
。

　

体
育
館
周
辺
は
権
利
調
査
と
事

業
区
域
の
検
討
、
区
域
内
で
想
定

さ
れ
る
事
業
案
づ
く
り
ま
で
進
ん

で
お
り
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
関

係
者
と
話
し
合
い
を
始
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
部
、
物
件
調
査
も

進
め
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
以

降
は
、
路
線
測
量
と
、
事
業
想
定

案
に
基
づ
き
暫
定
的
な
換
地
案
な

ど
関
係
者
と
話
し
合
い
を
進
め
、

平
成
28
年
度
に
事
業
認
可
と
し
た
い
。

　

祖
母
井
神
社
南
側
は
権
利
調
査

と
事
業
区
域
の
検
討
ま
で
進
ん
で

お
り
、
関
係
者
と
協
議
を
し
て
き

ま
し
た
。
平
成
27
年
度
に
事
業
想

定
案
を
作
成
し
、
物
件
調
査
・
基

本
計
画
作
り
を
あ
わ
せ
て
進
め
、

平
成
28
年
度
に
事
業
認
可
と
し
た

い
。

質
疑  

石
川　
　

保
議
員　

健
幸
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
内
容
は
。

回
答 

小
林
健
康
福
祉
課
長　

健
康

維
持
の
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
、

町
の
健
診
を
受
診
し
た
人
、
特
定

保
健
指
導
を
受
け
た
人
、
健
康
づ

く
り
の
講
演
会
や
体
力
測
定
等
の

事
業
に
参
加
し
た
人
に
「
ひ
ば
り

ポ
イ
ン
ト
」
を
付
与
し
ま
す
。

□
平
成
27
年
度
芳
賀
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算

□
平
成
27
年
度
芳
賀
町
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
予
算

□
平
成
27
年
度
芳
賀
工
業
団
地
排
水

処
理
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
予
算

□
平
成
27
年
度
芳
賀
町
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算

□
平
成
27
年
度
芳
賀
町
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算

□
平
成
27
年
度
芳
賀
町
祖
母
井
南
部

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

予
算

□
平
成
27
年
度
芳
賀
町
宅
地
造
成
事

業
特
別
会
計
予
算

□
平
成
27
年
度
芳
賀
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算

（
質
疑
な
し
・
常
任
委
員
会
付

託
・
原
案
可
決
）

〈〈
平
成
平
成
2727
年
度
一
般
会
計

年
度
一
般
会
計
〉〉

〈〈
平
成
平
成
2727
年
度
特
別
会
計

年
度
特
別
会
計
〉〉

▲ 祖母井保育園

▲ 祖母井神社南側
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◆ 対象の課・局
　総務課・企画課・税務課・会計課・議会事務局

◆ 書類審査 　３月13日
　企画課
問　マイナンバー制度の概要と今後のスケジュールは
答　平成27年10月から、町に住民票を有する人すべて
に１人１つのマイナンバーが通知されます。この番号は
社会保障、税、災害対策の分野で利用されることとなり
ます。このため、町民の皆様には、年金・雇用保険・医療保険の手続、生活保護・児童手当その
他福祉の給付、確定申告などの税の手続などで、申請書等にマイナンバーの記載を求められるこ
ととなります。マイナンバーの通知後に町に申請すると、身分証明書やさまざまなサービスに利
用できる個人番号カードが交付されます。制度の本格稼動は平成28年１月からで、個人番号カー
ドを持つ人が、全国のコンビニエンスストアで住民票や印鑑証明書で交付を受けることができる
サービスは、平成28年１月20日の開始を予定しています。

◆ 現地調査　３月16日
消防団詰所（１－２、２－４、３－２）、町民会館サーバー室、役場庁舎空調

◆審査報告
　本町は、まちづくり基本条例に基づき、平成27年度において、総合的かつ計画的な町政運営を図
るため、第６次振興計画を策定するとしている。新たな次期振興計画の策定に当たっては、第５次
計画の数値目標の達成状況を明らかにし、取り組みの効率性及び有効性等についても適正に評価し
た上で、事務事業の継続あるいは改善を図られたい。
　また、多様化する地方自治の新たな課題や、今後の計画すべき課題などについて、町民、議会、
行政がそれぞれの役割を自覚しながら、相互連携の下、持続的に発展するまちづくりを理念とし
た、中長期的視点に立った計画を策定されるよう要望する。

総務常任委員会総務常任委員会

常 任 委 員 会
予 算 審 査 報 告

　平成 27 年度一般会計及び特別会計予算は各常任委員会に付
託され、３月９日、11 日、12 日、13 日、16 日の５日間、

町執行部の出席を求め、書類審査と現地調査を行いました。

　慎重審査の結果、いずれの予算も原案どおり可決されました。

▲ 消防団詰所 ▲

▲  審査の様子
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◆ 対象の課
　住民課・健康福祉課・環境対策課・こども育成課
　生涯学習課

◆ 書類審査 　３月９日、11日
　高齢者支援課
　問　元気な高齢者に記念品を贈るとのことだが、人数
　と認定方法は？
答　80歳以上の1,490人のうち、880人から900人位で
す。認定方法は、現時点では基準日以前の１年間、要
支援・要介護認定を受けていない方で、介護に頼らず
自立した生活を送っている人です。

　健康福祉課
　問　子宮がん検診に力を入れるとのことだが？
答　子宮がん検診と乳がん検診は、これまで隔年でしか受診できませんでしたが、平成27年度か
らは毎年受けられるようになりました。ただし、子宮がん検診は、検査結果により次回の検診が
３年後・１年後・要精密検査に振り分けられます。対象者には個別案内はがきを送り、受診勧奨
に力を入れます。
◆ 現地調査　３月16日
海洋センター、芳賀中、最終処分場建設地、祖母井保育園

◆審査報告
　税収が伸び悩む中、長期にわたり財源確保が必要な少子化対策や子育て支援事業が多数盛り込ま
れた。各事業に対し分析・検証を行い、町独自の施策として継続されるよう努められたい。
　社会保障費が増加傾向にあるので、引き続き検診や予防事業の充実を図り、歳出の抑制に努めら
れたい。

教育民生常任委員会教育民生常任委員会

▲ 審査の様子

▲ 海洋センター▲ 最終処分場建設地
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◆ 対象の課
　農政課・建設課・商工観光課・都市計画課

◆ 書類審査 　３月12日
　都市計画課
問　定住促進事業の内容と対象は？
答　市街化区域、50戸連たん区域、開発区域、分家住
宅に限り、一戸建て住宅を新築、購入した人に50万円
を補助します。また、市街化区域内の公営住宅を除く
アパート等の賃貸物件に転入した人に月１万円（上限
36カ月）を補助します。いずれの場合も、補助対象は、
若年夫婦（夫婦どちらかが40歳未満）または、40歳未満
で扶養家族がいる人です。

◆ 現地調査　３月16日
新食肉センター建設予定地、寺前西ノ台線、祖母井神社前、三日市宮田線、新工業団地予定地
上山下・岡田線、工業団地管理センター（LRT関係）

◆審査報告
　都市計画においては、町長の示す新たな人口ビジョンに対応したまちづくりや、都市計画マス
タープランの見直しが必須である。ＬＲＴを地域間連携軸の核にすえた交通体系骨格の見直し、定
住促進・利便性向上による人口増に対応する市街化区域の拡張と街区の整備が急務である。
　さらに、祖母井中部地区の土地区画整理事業においては商店街の振興を念頭に、シャッター街を
なくし、商業系土地利用と地域文化を取り入れた賑わいの創出を図られたい。
　平成27年度は、いよいよＬＲＴが端緒に就く。芳賀工業団地までの完成を目途に工業団地の拡
張、補助アクセス道路等の整備を進め、ＬＲＴを芳賀町の振興にどう活用していくのか、農工商、
各課垣根を越えたスピーディかつフレキシブルな対応を望む。

産業建設常任委員会産業建設常任委員会

▲ 審査の様子

▲ 上山下・岡田線の現道拡幅工事説明▲ 新食肉センタ－建設予定地説明
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一
般
質
問　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
者
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

芳賀高跡地の利用計画は
町 120区画を造成し、道路、上下水道、公園を整備

小林　信二　議員　

問
芳
賀
高
跡
地
の
利
用
は
、
今

　

ま
で
の
説
明
で
は
、
宅
地
を

造
成
、
販
売
し
、
人
口
増
を
図
る
と

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
計
画
に
変
更

が
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

１
２
０
区
画
の

　
　
　
　
　
　

住
宅
地
を
整
備

答
町
長　

人
口
減
少
の
克
服
と

地
方
創
生
の
実
現
を
す
る
こ

と
や
、
工
業
団
地
就
業
者
の
住
宅
需

要
へ
の
対
応
な
ど
を
目
的
に
住
宅
地

を
整
備
し
ま
す
。
事
業
概
要
は
、
芳

賀
高
跡
地
と
隣
接
民
有
地
合
わ
せ
て

約
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域
を
造
成
し
、

道
路
、
上
下
水
道
、
公
園
な
ど
を
整

備
し
ま
す
。
区
画
分
譲
数
は
、
１
区

画
250
平
方
メ
ー
ト
ル
、
約
76
坪
程
度

の
宅
地
を
120
区
画
、
約
２
、
７
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
の
商
業
用
地
を
分
譲

す
る
計
画
で
、
総
事
業
費
は
概
算
で

約
10
億
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
後
半
の
着
工
を
目
指
し

ま
す
。
整
備
工
事
の
完
成
は
、
平
成

32
年
ご
ろ
に
な
る
見
込
み
で
す
。
分

譲
時
期
は
、
平
成
30
年
か
ら
一
部
分

譲
を
開
始
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
整
備
工
事
の
完
成
が
平
成
32 

　

年
ご
ろ
の
予
定
だ
が
、
も
っ

と
早
く
完
成
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

補
助
事
業
の
計
画
は
。

答
建
設
産
業
部
長
兼
都
市
計
画
課
長

工
事
期
間
の
短
縮
は
、
予
算

や
職
員
数
に
あ
わ
せ
て
道
路
、
公
園
、

上
下
水
道
、
造
成
工
事
を
実
施
す
る

た
め
、
４
年
程
度
の
工
事
期
間
は
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
導
入
す
る
補

助
事
業
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

問
造
成
工
事
後
、
地
盤
安
定
に

　

約
１
年
か
か
る
が
、
地
盤
が

弱
い
せ
い
か
。
ま
た
、
パ
イ
ル
も
抜

い
た
こ
と
も
原
因
か
。
水
道
管
の
石

綿
管
の
処
理
は
、
ど
の
よ
う
に
す
る

か
。答

建
設
産
業
部
長
兼
都
市
計
画
課
長

地
盤
は
事
業
前
に
土
質
調
査

を
行
っ
た
結
果
、
建
物
を
支
持
す
る

の
に
必
要
な
地
耐
力
に
つ
い
て
は
、

何
ら
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
芳
賀
高

建
設
時
に
埋
め
込
ん
だ
杭
等
に
つ
い

て
は
、
し
っ
か
り
埋
め
戻
し
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
地
耐
力
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
は
、
地

　

域
間
競
争
に
勝
た
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
人
口
増

問
題
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、

市
街
化
調
整
区
域
を
見
直
す
考
え

は
。答

町
長　

市
街
化
調
整
区
域
の

見
直
し
は
、
芳
賀
町
は
宇
都

宮
都
市
計
画
区
域
に
入
っ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
中
で
見
直
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
人
口
増
を
国
、
県
に
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
市
街
化
区
域
を
拡

大
し
、
魅
力
あ
る
町
を
つ
く
る
た
め

に
人
口
増
は
必
要
で
す
の
で
、
努
力

し
て
い
き
た
い
。

問
分
譲
価
格
の
設
定
は
、
ど
の

　

よ
う
に
。

答
町
長　

分
譲
価
格
は
、
不
動

産
鑑
定
を
行
い
、
価
格
設
定

を
し
た
い
。
坪
単
価
と
し
て
は
、
薬

師
の
郷
や
周
辺
の
赤
坂
地
区
の
地
下

公
示
価
格
な
ど
を
参
考
に
す
る
と
、

約
８
万
円
程
度
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

▲ 芳賀高跡地
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問
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
応
援
や

　

発
展
に
貢
献
し
た
い
自
治
体

に
寄
付
す
る
制
度
と
し
て
平
成
20
年

度
に
始
ま
り
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら

納
税
手
続
を
簡
素
化
す
る
た
め
税
務

署
へ
の
確
定
申
告
を
不
要
と
し
、
寄

付
し
た
自
治
体
へ
の
申
請
だ
け
で
済

む
特
例
制
度
の
創
設
、
減
税
対
象
と

な
る
寄
付
の
上
限
が
二
倍
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
税
制
改
正
計
画
と
あ
り
ま

す
。
長
崎
県
平
戸
市
の
寄
付
金
額

12
億
8
千
万
円
は
市
税
の
47
％
で

す
。
人
口
5
千
人
弱
の
北
海
道
上
士

幌
町
の
9
億
1
千
万
円
は
町
税
の

140
％
で
す
。
米
だ
け
で
頑
張
っ
て
い

る
の
は
岡
山
県
吉
備
中
央
町
、
長
野

県
阿
南
町
、
福
島
県
湯
川
村
で
す
。

寄
付
金
の
使
い
道
は
米
生
産
農
家
の

支
援
の
た
め
で
す
。
栃
木
県
の
米
概

算
金
は
8
千
円
で
す
。
米
価
が
安
い

と
、
農
家
の
経
営
も
厳
し
く
な
り
、

農
業
従
事
者
が
減
れ
ば
耕
作
放
棄
地

が
増
え
て
し
ま
う
心
配
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
先
進
自
治
体
を
参
考

に
す
れ
ば
農
業
活
性
化
の
一
助
に
な

る
と
思
う
が
町
長
の
見
解
を
伺
い
ま

す
。

ま
ず
は
、
先
進
事
例
を
参
考
に
し
、

関
係
者
と
協
議
し
な
が
ら
前
向
き
に

取
り
組
み
ま
す
。
当
面
は
、
Ｊ
Ａ
・

道
の
駅
・
商
工
会
等
と
連
携
し
な
が

ら
、
町
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
高

め
る
工
夫
や
Ｐ
Ｒ
の
工
夫
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
業
務
の
外
部
委
託
等
も
考

慮
し
て
、さ
ら
に
、便
利
な
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
が
で
き
る
よ
う

検
討
し
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
趣
旨

　

と
違
う
が
、
地
域
間
競
争
に

な
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
税
収
を

上
げ
る
た
め
に
は
早
い
者
勝
ち
で

す
。
米
農
家
で
も
特
に
、
沢
地
の
田

圃
は
作
り
手
が
少
な
く
耕
作
放
棄
地

が
多
く
な
る
の
で
最
優
先
し
て
対
応

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
町
長　

や
は
り
消
費
者
が
望

む
米
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
特
別
栽
培
米
だ
け
Ｐ
Ｒ
。
沢

地
の
米
の
Ｐ
Ｒ
も
検
討
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

一
般
質
問　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
者
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

先
進
事
例
を
参
考
に

　
　

前
向
き
に
取
り
組
み
ま
す

ふるさと納税で米農家支援を
町 農家への収入増を図る一つの方策

北條　勲　議員　

答
町
長　

本
町
の
ふ
る
さ
と
納

税
1
万
円
以
上
の
寄
付
者
に

5
千
円
相
当
の
返
礼
品
で
す
。
特
産

品
は
特
別
栽
培
米
５
㎏
、
梨
３
㎏
、

い
ち
ご
4
パ
ッ
ク
、
芳
賀
の
麦
焼
酎

1
本
等
を
セ
ッ
ト
に
し
て
い
ま
す
。

6
年
間
で
46
万
5
千
円
で
し
た
。
今

年
度
は
、
全
国
版
の
月
刊
誌
に
、
本

町
の
返
礼
特
産
品
の
量
が
多
い
こ
と

の
魅
力
が
紹
介
さ
れ
、
95
万
円
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。
税
制
上
の
メ

リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
返
礼
品
の
魅

力
や
お
得
感
が
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上

げ
ら
れ
、税
収
増
加
策
だ
け
で
な
く
、

自
治
体
の
特
産
品
Ｐ
Ｒ
に
も
利
用
す

る
シ
ス
テ
ム
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
総
務
省
で
は
、
こ
の
制
度

の
趣
旨
に
反
す
る
よ
う
な
高
割
合
の

返
礼
は
自
粛
す
る
よ
う
要
請
し
て
い

ま
す
。
米
ど
こ
ろ
の
本
町
は
、
米
価

低
迷
に
よ
り
土
地
利
用
型
農
業
が
大

き
く
影
響
を
受
け
て
い
る
現
状
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
、

農
家
へ
の
収
入
増
を
図
る
の
も
一
つ

の
方
策
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（写真は返礼品の例）
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問
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
ど
う
活
用
し
て
い

く
の
か
、
投
資
額
に
見
合
う

計
画
な
の
か
伺
い
ま
す
。

答
町
長　

町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
祖

母
井
の
市
街
地
整
備
や
都
市
基
盤
の

整
備
、
周
辺
の
住
宅
地
整
備
や
商
業

集
積
地
な
ど
創
設
す
る
こ
と
で
居
住

拠
点
を
形
成
し
ま
す
。
ま
た
本
町
に

は
長
期
総
合
計
画
で
あ
る
第
6
次
振

興
計
画
を
27
年
度
中
に
策
定
し
ま
す
。

女
性
が
働
け
る
場
所
の
創
出
、
工
業

団
地
の
拡
張
や
新
た
な
雇
用
創
出
に

つ
な
げ
ま
す
。
ト
ラ
ジ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
の
整
備
や
住
環
境
の
整
備
、
他

の
交
通
手
段
と
の
結
節
設
備
の
整
備

に
よ
り
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
等
の
基
幹
交
通
と

の
接
続
性
を
高
め
、
公
共
交
通
の
利

便
性
を
高
め
ま
す
。

問
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
に
よ
り
、
少

子
高
齢
化
対
策
と
若
者
定
住

対
策
、
そ
し
て
人
口
増
対
策
を
ど
う

考
え
る
か
。

答
町
長　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
魅
力
の
一

つ
と
し
て
、
芳
賀
町
転
入
者

の
新
築
や
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
補
助

金
交
付
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
方
策
を

考
え
て
い
ま
す
。

問
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

る
、
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
る
考
え
は
。

答
町
長　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
地
方
版
総
合

戦
略
を
同
時
に
策
定
し
ま
す
。
策
定

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
中
で
検

討
と
専
門
チ
ー
ム
の
設
置
も
検
討
し

ま
す
。

問
祖
母
井
ま
で
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
整
備

し
た
ら
、
総
事
業
費
は
ど
の

く
ら
い
か
か
る
の
か
。

答
町
長　

た
だ
、
夢
を
言
う
の

で
は
な
く
、
行
政
は
積
み
上

げ
が
必
要
で
あ
り
、
建
設
事
業
費
、

運
営
費
等
、
全
て
を
把
握
し
て
い
な

い
中
で
言
う
べ
き
で
は
な
い
と
思
い

答
町
長　

芳
賀
遊
水
地
か
ら
右

岸
堤
防
上
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
、
東
側
に
並
行
し
て
い
る
町

道
飯
島
・
上
横
西
線
も
歩
道
付
き
道

路
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
か
ら
遊
水

地
外
周
部
の
桜
堤
を
整
備
す
る
と
約

４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
回
遊
コ
ー
ス
が

形
成
さ
れ
ま
す
。
桜
や
草
木
の
開
花

時
期
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
等
を
年

に
数
回
開
催
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
際
、
祖
母
井
の
商
店
街

の
イ
ベ
ン
ト
や
神
社
な
ど
の
祭
り
、

ロ
マ
ン
の
湯
や
友
遊
は
が
と
連
携
し

た
、
回
遊
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
図

り
ま
す
。

ま
す
。
当
面
は
本
田
技
研
北
門
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
延
伸
の
可
能
性

が
見
通
せ
る
場
合
に
は
、
事
業
費
等

も
含
め
、
計
画
概
要
を
説
明
し
合
意

形
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
町
民
の
健
康
増
進
に
「
赤
羽

ロ
ー
ド
」
や
芳
志
戸
に
予
定

し
て
い
る
芳
賀
遊
水
地
空
間
を
活
用

し
、さ
ら
に
河
川
の
護
岸
を
つ
な
ぎ
、

健
康
ロ
ー
ド
と
し
て
整
備
し
て
は
い

か
が
で
す
か
。

答
町
長　

赤
羽
ロ
ー
ド
は
単
独

で
ア
ピ
ー
ル
し
利
用
促
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

芳
志
戸
の
五
行
川
遊
水
地
は
緑
地
機

能
を
付
加
し
、
計
画
案
と
し
て
、
外

周
を
桜
堤
回
廊
と
し
、
左
岸
は
、
四

季
折
々
の
花
咲
く
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

と
し
て
、
右
岸
は
サ
ッ
カ
ー
場
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
な
ど
、

整
備
を
考
え
て
い
ま
す
。
真
岡
土
木

事
務
所
と
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

問
遊
水
地
と
道
の
駅
、
ロ
マ
ン

の
湯
と
回
遊
性
を
も
た
せ
観

光
に
も
生
か
せ
る
整
備
を
し
て
は
。

一
般
質
問　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
者
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ＬＲＴによる「まちづくり」は！
町 LRTを中心とした交通網の整備と住環境の整備

石川　保　議員　

芳
賀
バ
イ
パ
ス
歩
道
と
河
川
の

   　
　

護
岸
を
健
康
ロ
ー
ド
に

▲ ＬＲＴ（イメージ）

▲ 五行川桜づつみ（真岡市）



11

答
教
育
長　

学
習
支
援
事
業
も

県
の
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ

県
東
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
芳
賀
福

祉
事
務
所
が
実
施
主
体
と
な
り
ま

す
。
町
で
は
、
小
学
４
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
と
中
学
生
を
対
象
に
、
そ

れ
ぞ
れ
週
１
回
２
時
間
、
５
月
連
休

明
け
頃
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

事
業
の
周
知
に
際
し
て
、
対
象
家
庭

へ
の
案
内
や
応
募
の
受
付
は
町
教
育

委
員
会
が
行
い
ま
す
。
県
と
の
連
携

を
密
に
し
て
、
支
援
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

問
学
習
支
援
者
の
体
制
づ
く
り

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
か
。

一
般
質
問　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
者
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

新たな生活困窮者支援制度の運用はどのように

町 相談支援員がワンストップで相談に対応

増渕　さつき　議員　

問
平
成
25
年
12
月
に
生
活
保
護

法
の
改
正
と
あ
わ
せ
「
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
法
」
が
成
立
し
、

本
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ

の
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
制
度
の
狭
間

に
置
か
れ
て
き
た
生
活
保
護
受
給
者

以
外
の
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援

を
強
化
す
る
も
の
で
す
。
対
象
者
の

実
態
把
握
や
予
定
さ
れ
て
い
る
支
援

事
業
、
県
東
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
方
法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
答
町
長　

生
活
困
窮
者
の
自
立

相
談
支
援
事
業
は
県
の
事
業

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
県
東
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
芳
賀
福
祉
事
務
所

が
実
施
主
体
と
な
り
、
町
と
連
携
し

事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
芳
賀
町
と

益
子
町
を
担
当
す
る
相
談
支
援
員
が

１
名
配
置
さ
れ
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
主
な
内
容
で

す
。
町
で
は
、
役
場
事
務
所
内
に
事

務
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
相
談
員
に

情
報
提
供
し
支
援
方
法
の
協
議
な
ど

を
行
い
ま
す
。

対
象
者
の
把
握
方
法
に
つ
い
て
は
広

報
と
と
も
に
心
配
事
相
談
来
訪
者
へ

の
案
内
、
要
保
護
者
へ
の
周
知
等
相

談
支
援
員
と
協
議
し
、
効
果
的
な
方

法
で
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
不
就
労
の
ひ
き
こ
も
り
等
対

象
者
の
掘
り
起
こ
し
が
重
要

と
な
り
ま
す
が
、
連
携
先
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　

民
生
委
員

の
方
や
社
会
福
祉
協
議
会
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
方
、
教
育
委

員
会
な
ど
と
連
携
し
、
周
知
と
対
象

者
の
掘
り
起
こ
し
に
重
点
を
当
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
４
月
か
ら
の
窓
口
対
応
、
相

談
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　

健
康
福
祉

課
福
祉
係
に
事
務
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
、
相
談
場
所
に
つ
い
て
は

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
対
応
で
、
家

庭
訪
問
の
ウ
エ
イ
ト
も
大
き
く
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
支
援
制
度
の
一
事
業
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
学
習
支
援

に
つ
い
て
、
町
の
取
り
組
み
を
お
聞

き
し
ま
す
。

　
　

役
場
内
に

   　
　
　

相
談
支
援
員
を
配
置

▲ 県東健康福祉センター 

答
子
ど
も
育
成
課
長　

県
の
事

業
で
は
、
業
者
に
委
託
し
て

実
施
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

問
学
習
支
援
者
に
つ
い
て
、
業

者
委
託
以
外
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
用
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

の
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答
子
ど
も
育
成
課
長　

学
習
支

援
者
を
募
る
な
ど
し
て
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
に
む
け
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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問
国
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
と
改
正
地
域
再
生

法
の
２
法
を
成
立
さ
せ
、【
地
方
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
】
及
び
【
地
方
版
総
合

戦
略
】
の
政
策
目
標
と
策
定
を
推
進

す
る
と
し
て
い
る
。
課
題
の
解
決
を

図
る
た
め
、
自
立
性
、
将
来
性
、
地

域
性
、
直
接
性
、
結
果
重
視
と
い
う

５
原
則
を
掲
げ
、
全
省
庁
挙
げ
た
総

合
支
援
メ
ニ
ュ
ー
と
予
算
措
置
が
な

さ
れ
た
。
し
か
し
、
市
町
村
の
戦
略

が
命
で
あ
り
、
積
極
的
に
手
を
挙
げ

な
け
れ
ば
予
算
も
つ
か
な
い
。
総
合

戦
略
を
早
急
に
策
定
し
、
補
助
金
を

有
効
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
。
人
材

支
援
制
度
も
整
備
さ
れ
る
の
で
、
活

用
も
含
め
て
国
の
動
向
を
ど
う
捉

え
、
予
算
編
成
や
事
業
に
活
か
し
て

い
く
の
か
考
え
を
伺
う
。

答
町
長　

地
方
版
総
合
戦
略
の

策
定
は
、
国
の
26
年
度
補
正

で
１
、０
０
０
万
円
が
交
付
さ
れ
る
。

次
年
度
に
繰
り
越
し
、
し
っ
か
り
と

し
た
戦
略
を
策
定
し
、
国
か
ら
の
助

成
を
得
た
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
人

材
支
援
制
度
の
導
入
に
向
け
て
も
本

町
の
総
合
戦
略
の
施
策
や
実
施
に
関

し
て
、
積
極
的
に
支
援
を
受
け
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
一
方
で
国
は
、
規
制
緩
和
を

し
て
地
域
活
性
化
を
目
指
す

地
方
創
生
特
区
に
つ
い
て
、
や
る
気

の
あ
る
自
治
体
を
３
月
を
め
ど
に
指

定
す
る
と
し
た
。
芳
賀
町
も
総
合
戦

略
と
し
て
【
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
活
用
し
た
次

世
代
創
生
特
区
構
想
】
を
策
定
し
て

国
に
申
請
を
考
え
て
み
て
は
ど
う

か
。
祖
母
井
地
区
の
市
街
地
拡
張
や

区
画
整
理
、
公
共
施
設
の
統
合
に
よ

る
拠
点
整
備
等
々
を
リ
ン
ク
さ
せ

て
、
特
区
と
し
て
財
源
確
保
や
農
地

法
等
の
規
制
緩
和
を
求
め
て
行
け
れ

ば
ス
ト
ッ
プ
人
口
減
少
が
可
能
と
考

え
る
が
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
町
長　

非
常
に
興
味
の
あ
る

事
業
だ
。
特
区
に
し
て
芳
賀

町
を
魅
力
あ
る
町
に
変
え
て
ゆ
く
。

人
材
活
用
も
併
せ
て
国
と
綿
密
に
相

談
し
な
が
ら
特
区
申
請
に
結
び
付
け

て
行
け
れ
ば
と
考
え
る
。

　

人
口
減
少
問
題
と

　
　
　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

問
国
の
方
針
に
よ
る
と
地
域
間

競
争
と
差
別
化
の
流
れ
が
一

層
大
き
く
な
り
、
市
町
村
の
危
機
感

や
地
域
経
営
の
能
力
が
問
わ
れ
て
い

る
。
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
職

員
の
企
画
・
発
想
力
や
実
行
力
が
不

可
欠
で
あ
る
。

　

ま
た
、
企
業
や
地
域
住
民
を
巻
き

込
ん
だ
地
域
全
体
の
改
革
が
必
要
と

な
る
。
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
芳

賀
町
は
何
人
を
目
指
す
の
か
町
長
の

具
体
的
な
考
え
を
伺
う
。

　
答
町
長　

人
口
減
少
に
対
す
る

具
体
的
構
想
と
し
て
現
時
点

で
出
来
る
最
善
で
最
大
の
対
策
を
講

じ
る
こ
と
を
基
本
に
取
組
む
。
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
更
な
る
企
業

誘
致
や
居
住
条
件
の
拡
大
に
よ
り
、

持
続
的
発
展
の
出
来
る
町
の
条
件
と

し
て
、
２
万
人
程
度
を
維
持
で
き
る

町
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

問
昨
年
10
月
、
宇
都
宮
市
に
Ｌ

Ｒ
Ｔ
事
業
に
参
画
要
望
を
し

た
。
現
在
、
共
同
で
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
28
年
度
着
工
を
目
指
し

て
基
本
設
計
に
取
り
掛
か
っ
て
い

る
。
町
長
は
芳
賀
町
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
言

う
線
路
を
初
め
て
引
く
一
大
事
業
を

端
緒
に
付
け
た
。
通
勤
や
子
供
達
の

通
学
の
費
用
は
半
分
以
下
に
な
り
、

短
時
間
で
多
く
の
便
数
が
あ
る
Ｌ
Ｒ

Ｔ
の
利
便
性
は
バ
ス
の
比
で
は
無

い
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
芳
賀
町
に
も
た
ら
す

経
済
効
果
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

る
。
そ
こ
に
恵
ま
れ
た
福
祉
や
教
育

の
環
境
が
あ
れ
ば
人
は
自
ず
と
集

一
般
質
問　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
者
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

まち・ひと・しごと地方創生法及び地域再生法の活用について

町 しっかりとした戦略を策定し、国からの助成を得たい

水沼　孝夫　議員　

ま
っ
て
く
る
。
芳
賀
町
に
は
そ
う

言
っ
た
隠
れ
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ

る
。
今
が
千
載
一
隅
の
チ
ャ
ン
ス
だ

と
思
う
が
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
町
長　

躊
躇
し
て
い
て
は
手

遅
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
Ｌ

Ｒ
Ｔ
の
活
用
や
住
居
地
域
の
拡
充
、

そ
し
て
工
業
団
地
再
整
備
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
芳
賀
町
に
し
て
い
く
た
め
、

農
工
商
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
持
続
的

発
展
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
方
創
生
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
。
人

口
減
少
と
地
域
経
済
の
縮
小
の
悪
循

環
を
断
ち
切
り
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
の
好
循
環
を
作
り
芳
賀
町

の
再
生
を
し
て
い
き
た
い
。

▲ ライトレール（富山市）
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　私は、芳賀町に在住しておりますが、隣の市貝町に勤務しています。就職を考えた時、将来

も生まれ育った芳賀町に住みたいと考えていた私には選択肢が少なく、必死に就職活動に取り

組んだことを今でもはっきりと覚えています。また、周りの友人たちの多くは芳賀町を出て都

市部等に勤務し、生活しています。彼らの中には本当は芳賀町で生活していきたいと考えてい

た方も少なからずいると思います。

　また、私は勤務の傍ら、地元の消防団員として活動していますが、地域に残っている若い方

が少なく、新入団員の確保に苦慮しているところです。地域の活気と共に、安全安心を守るこ

とも難しくなっているように感じます。

　このようなことから、新たな雇用の場の創出が必要であると思います。すでに、町及び議会

としてもさまざまな取り組みはなされていることかとは思いますが、ますます活力ある芳賀町、

安全安心な芳賀町になるよう、より一層の雇用の創出をお願いしたいと思います。

小林　聖さん
（上延生）

雇用の創出を

　私は現在、小学生女子バレーボールチームの指導に携わっています。
　指導する上で、あいさつと礼がきちんとできること、私物の整理や自ら進んで行動できること、

そして基礎体力と能力向上を心がけています。そんな練習の成果もあり、先輩方は素晴らしい

経歴を残してくれました。しかし、現在深刻な問題があり、５年生以下の部員が３人のみで、チー

ムの存続自体が危ぶまれています。

　父兄の方へお願いです。お子さんがバレーボールをやりたい気持ちがあれば、少しだけ努力

と協力をお願いします。「好きこそ物の上手なれ」に勝るスキルアップはありません。一度見学・

遊びに来てください。

　また、教育関係者の方へお願いです。指導意欲のある先生を部活動へ配慮願います。私も仕

事柄、平日は終わりの 30分程しか指導できません。毎日繰り返す基礎の積み重ねが大切と考え

ます。勉学も運動も ･･･。

伊豆井　亨さん
（西高橋）

礼儀と行動力の育成

　私には、現在２歳と７カ月の子どもがいます。芳賀町で子育てをしていく上で、改善していた
だきたいことが３つあります。
　１つ目は、芳賀町内に小児科が無く、子どもの身に何かあった際、早急に対応できる病院が無
いことです。
　２つ目は、幼児が遊ぶことができる公園が少ないことです。各自治区に設置してほしいです。
　３つ目は、子どもたちの豊かな心を育むために、動物と触れ合うことができる場所を設けてほ
しいということです。
　町や議員の皆さんがこれらの改善を行い、「子どもたちが住みやすい環境づくり」に力を入れ
ていることを全国に公表することで、芳賀町内で年々減り続ける子どもの数を食い止めることが
できると私は考えます。
　このような対策を行い、今後子どもたちが住みやすい町づくりに力を入れてほしいと思います。

菊地　伸哉さん
（八ツ木）

子どもたちが住みやすい環境づくりを
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議
会
だ
よ
り
は
が
編
集
委
員

　

委 

員 

長　

北
條　
　

勲

　

副
委
員
長　

小
林　

一
男

　

委　
　

員　

水
沼　

孝
夫　

　

委　
　

員　

小
林　

隆
志

　

委　
　

員　

小
林　

信
二

平成27年

2月

   6日・水道運営委員会

  17日・議会議員全員協議会

  19日・例月出納検査

  20日・芳賀中部上水道企業団例月出納検査

  24日・議会運営委員会

　　　・県議長会会議・研修

  26日・芳賀中部環境衛生事務組合定例会

      　・芳賀中部上水道企業団定例会

3月

   2日・芳賀地区広域行政事務組合定例会

   3日・第１回定例会（～18日）

  10日・中学校卒業式

  19日・小学校卒業式

  20日・例月出納検査

　　　・芳賀中部上水道企業団例月出納検査

　

町
で
は
今
年
度
か
ら
、子
育
て
支

援
に
力
を
入
れ
た
施
策
を
た
く
さ

ん
打
ち
出
し
ま
し
た
が
、効
果
が
で

る
に
は
20
年
以
上
か
か
り
ま
す
。し

か
し
、今
生
ま
れ
つつ
あ
る
子
ど
も
達

が
希
望
を
持
っ
て
健
や
か
に
育
っ
て
い

け
る
よ
う
０
歳
か
ら
20
歳
の
子
ど
も

を
、扶
養
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
々
の
声

を
社
会
全
体
で
真
摯
に
受
け
止
め
、

反
映
で
き
る
社
会
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。施
策

に
よ
っ
て
本
当
に
子
ど
も
が
増
え
る

の
か
と
の
声
も
聴
か
れ
ま
す
が
、今

出
来
る
こ
と
を
と
に
か
く
や
る
。た

と
え
正
解
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
。

（
議
会
広
報
常
任
委
員
会　
　
　

　
　

副
委
員
長　

小
林　

一
男
）

　

芳
賀
町
で
も
例
に
漏
れ
ず
出
生

人
数
が
減
り
続
け
、近
年
は
110
人
前

後
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。私
、51

歳
の
同
級
生
は
260
人
で
し
た
か
ら
、

半
世
紀
で
半
分
以
下
と
な
っ
た
わ
け

で
す
。さ
ら
に
深
刻
な
の
は
、婚
姻

率
の
低
下
に
加
え
結
婚・出
産
年
齢

の
上
昇
と
少
子
化
が
改
善
す
る
目

処
が
全
く
見
え
な
い
こ
と
で
す
。人

口
動
態
予
測
に
よ
る
と
、今
生
ま
れ

た
子
ど
も
達
が
、社
会
の
中
心
と
な

る
２
０
６
０
年
に
は
日
本
の
人
口
は

9
千
万
人
を
割
り
込
み
、高
齢
化
率

40
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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